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奥村保健師です

保
健
師
で
す

『介護の認定を受ける』
とはどういうこと？
　「病院で、介護の認定を受けるようにって言われたけど、どういう意味？」「介護の認定

を受けるには、どうしたらいいの？」

　今回は、これらの疑問についてご説明します。

　

「
介
護
の
認
定
を
受
け
る
」
と

は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
に
要
介
護
認
定
を
受
け

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

以
下
、
要
介
護
認
定
の
手
続
の

流
れ
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

①
要
介
護
認
定
等

　

の
申
請

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
に
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

申
請
窓
口
は
、
役
場
福
祉
子
育

て
支
援
課
介
護
担
当
で
す
。
申
請

は
、
本
人
ま
た
は
家
族
で
も
可
能

で
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
方
は
次
に
示
す
と
お
り
で

す
。

65
歳
以
上
の
方
は
…

　

病
気
や
け
が
な
ど
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
原
因
に
関
わ
ら
ず
、
要

介
護
認
定
を
受
け
れ
ば
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

40
～
64
歳
の
方
は
…

　

老
化
が
原
因
と
さ
れ
る
病
気

（
特
定
疾
病
）
に
よ
り
介
護
が
必

要
と
認
定
さ
れ
た
方
が
対
象
で

す
。②

訪
問
調
査

　

調
査
員
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
保
健
師
等
）
が
自
宅
を
訪
問

し
、
全
国
共
通
の
調
査
票
を
も
と

に
本
人
や
家
族
か
ら
聞
き
取
り
調

査
を
行
い
ま
す
。

③
主
治
医
の
意
見
書

　

申
請
時
に
主
治
医
を
お
聞
き

し
、
担
当
か
ら
医
師
に
意
見
書
を

依
頼
し
ま
す
。

④
認
定
審
査
会
の

　

判
定

　

訪
問
調
査
の
結
果
と
、
主
治
医

の
意
見
書
を
も
と
に
、
介
護
認
定

審
査
会
（
富
良
野
市
等
と
の
共
同

設
置
）
が
総
合
的
に
審
査
・
判
定

し
ま
す
。

⑤
認
定
結
果
の
通
知

　

介
護
認
定
さ
れ
た
場
合
は
「
認

定
通
知
書
」
を
、
自
立
の
場
合
は

「
非
該
当
通
知
書
」
を
役
場
か
ら

送
付
し
ま
す
。
認
定
申
請
の
日
か

ら
約
１
ヶ
月
位
が
め
ど
で
す
。

⑥
要
介
護
１
～
５
と

認
定
さ
れ
た
方

「と
ま
～
る
」
（小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
施
設
）
を
利
用
す
る
場
合

　

と
ま
ー
る
の
利
用
申
し
込
み

後
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
計
画
を
立
て
ま

す
。

「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
す
る

場
合

　

希
望
す
る
施
設
を
選
び
、
直

接
契
約
し
ま
す
。

⑦
要
支
援
１
・
２
と

認
定
さ
れ
た
方

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福

祉
子
育
て
支
援
課
）
に
サ
ー
ビ
ス

計
画
の
作
成
を
依
頼
し
、
保
健
師

と
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
計
画

を
立
て
ま
す
。
そ
の
後
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
者
と
契
約
し
、
利
用

を
開
始
し
ま
す
。

介
護
保
険
で
利
用
で

き
る
主
な
サ
ー
ビ
ス

と
ま
～
る

　

通
い
を
中
心
に
、
訪
問
、
宿
泊

の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
必

要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

訪
問
看
護

　

看
護
師
が
訪
問
し
、
病
状
の
観

察
や
療
養
上
の
お
世
話
を
行
い
ま

す
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
が
訪
問
し
、

機
能
訓
練
や
住
環
境
整
備
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル

　

車
イ
ス
、
歩
行
器
な
ど
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

福
祉
用
具
の
購
入

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
や
入
浴
用

イ
ス
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

住
宅
改
修
費
の
支
給

　

手
す
り
の
取
付
や
段
差
解
消
な

ど
の
改
修
が
で
き
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は
１
割
～
３

割
の
利
用
者
負
担
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

要
介
護
認
定
等
に
つ
い
て
の
疑

問
や
ご
相
談
は
、
福
祉
子
育
て
支

援
課
介
護
担
当
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問　

福
祉
子
育
て
支
援
課

　
　

介
護
担
当

℡　

56-

２
１
２
５

2019年3月号
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地域とともに
　今年度から、占冠中央小学校と占冠中学校は小中一貫校へ移

行しました。それに伴い、学校運営協議会も一本化しました。

今回は第２回の学校運営協議会で新年度の方針を示し、ご意見

をいただきましたのでその一部をお知らせします（実際の会話

とは異なっています）。

【委員】小中一貫校になって何が変わったのか、よくわかり	

	 ません。

【学校】小中学校が連携し、子どもたちに義務教育９年間を見	

	 通した一貫性のある教育を行うことをめざしています。	

	 今年度は小中の先生が互いの子どもに関わり、見通し	

	 をもって指導するための体制づくりを進めてきました。	

	 その一つとして、一部の先生を兼務発令し両校で子ど	

	 もの指導ができるようにしました。現在、取組の具体化に向けて無理のない方法を検討中です。

【委員】小中一貫校としてＰＴＡ行事も一緒にすると、両方の先生とも知り合えますね。

【学校】歓迎会や送別会を合同で開催することで、両校の先生や保護者の交流も深まります。

【委員】先ほどの説明の中で、子どもの「主体性を伸ばすこと」が年度の重点とありました。子どもにどう	

	 関われば、主体性を伸ばすことができるのでしょうか。

【学校】１年前、先生方から生徒にやらせてみる前に指示してしまい、考える機会を奪っているのではない	

	 かという反省が出されました。そこで今年度は、目標を示し、生徒自身で考えて行動させるよう指	

	 導しています。その結果、特に行事などで生徒に主体性が育ってきていると感じています。

【助言】主体性を育む最初の機会は幼児期です。地域の大人がみんなで同じ方向を向いて子どもに関わるこ	

	 とで、その効果はより大きくなります。　　　　　　　　　	

問　占冠村教育委員会　℡　56-2182	　			

コミュニティ･スクール情報⑫

～占冠中学校～

第３６５号
２０１９ ・ ３

無火災、無災害の村をめざして

救急出場状況（１月分）

　平成31年１月５日（土）、占冠支署にて占冠消防出初式が挙行

され、職団員42名、来賓41名、総勢83名が参加しました。晴天

の寒空のもと、田中村長、中島消防長を始めとした多くの来賓

の方々から観閲を受け、職団員は災害被害の無い穏やかな一年

をめざして決意を新たにしました。

　式典においては、６名の団員に永年に亘り地域防災に貢献し

てきた功績に対する表彰状の授与並びに感謝状が贈呈されまし

た。また、来賓の皆様からご

祝辞をいただきました。

　式典終了後、職団員で占冠

神社へ参詣し、今年一年の無

火災、無災害を祈願して出初

式は終了しました。

　平成31年も職団員一同、「無

火災、無災害の村・占冠」を

めざしてまいりますので、よ

ろしくお願いします。

交通事故　　３件（１人）

一般負傷　　17件（15人）

急　　病　　16件（15人）

そ	の	他　　１件（０人）

１	月	計　　37件（31人）

累　　計　　37件（31人）

※（　）内は搬送人員
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